
２０１９年４月１４日 主日礼拝   ＜洗礼式・聖餐式＞ 
 

司  会        ①秋田兄    ②清水兄                     ③野田兄 

奏  楽 

祈  祷                                             ①多田兄                                                                                                ②倉知兄                                                    ③高木美兄 

 

賛  美  聖歌４０３番「栄えの冠を」 

（主を喜ぶことは）（み手の中で） 

主の祈り 

       

聖  書    ①②ペテロの第一の手紙２章２２～２５節  （Ｐ３６８） 
                      ③          ルカによる福音書２３章３９～４６節  （Ｐ１３２）                                                                                                                 

 

音  楽      ①                                                              北島美佐子姉 （伴奏：白鳥直美姉） 

       ②③ 西田美榮子姉 （伴奏：田中隆美姉） 

証  詞                           ①② 本間亜紀子姉（ルツ会） 

              

メッセージ   ①②「魂の牧者イエス・キリスト」   久保田豊副牧師 

                                                 ③             「イエスを王と認めた男」                                            大川従道牧師 

                              

賛  美                    「十字架のかげに」  （３９６番・献金） 
頌  栄  「主の名を賛美しよう」  アーメン 

                                                                    祝   祷                                                             
 

【大和ニュース】  

☆祝受洗！蔵本結樹兄（学）。＊祝転入！①坂井弘昌兄（モーセ）②坂井あゆみ姉（ル

ツ） 

* 今週から受難週に入ります。心して過しましょう。聖餐式は、祈り心をもって 

  敬虔な態度でお受け下さい。心も体も健康になります。 

・  入門講座Ⅱ、手話、ＹＹタイム、アンサンブル、モーセ会、ＳＳ主任、Ｊ．Ｐｌｕｓ。 

* 東京カルバリーの礼拝は１７時から。説教は大川牧師。準祈は１６時。（中野区弥生町５の５の

１） 

 

・今週も祈祷会を大切に！①水曜夜は丸藤伝道師 ②木曜朝は大野Ｍ伝道師 

                      ③金曜夜は佐々木副牧師 

* 今月は受苦日（１９日）を断食祈祷日とします。９時～１５時。按手は１３時。 

「父
よ
、
彼
ら
を
お
ゆ
る
し
く
だ
さ
い
。 

彼
ら
は
何
を
し
て
い
る
の
か
、
わ
か
ら
ず
に
い
る
の
で
す
。
」  
 

（ル
カ
二
十
三
の
三
十
四
） 



☆ ご結婚おめでとうございます。内野隆秀様と前村知恵様。土曜１４時半。 

* 来週の第３礼拝後、「春のバザー」が開かれます。ご協力と援助（Enjoy!）。 
 

石の枕  
    

水木しげるが世に出した妖怪のなかでも「いそがし」には独特の怖さがある。 

取りつかれた人間は、意味もなく忙しく働いてしまうのだ。昨年放送された「 

ゲゲゲの鬼太郎」にも登場していた。しかし、なぜか寂しそうだった。 

妖怪に悪さをされなくても、人々は自ら多忙を求めるようになった。「わし 

も昔はいろんな人間に取りついて楽しんではいたが、今はわざわざそんなこと 

をする必要もない」。自分は不要な存在になったと妖怪が嘆いていた。 

外から力で強制されなくても、働きすぎが習い性になっている。そんな日本 

社会への風刺であろう。こびりついた習慣を破るには別の力がいる。 

上記は朝日新聞「天声人語」からの引用である。朝日だけでなく、読売、毎 

日、日経等のコラム欄は、日本国民に対して非常に大きな影響力を持ってい

る。 

働き方改革をうたう法律が今月施行されたが、こういう機会に、クリスチャ 

ンも、深くものを考える必要がある。まさに Back to the Bibleだ！ 

 

ルカ福音書１１の２８では、「いや、めぐまれているのは、むしろ、神の言 

を聞いてそれを守る人たちである」と主が言われた、とある。 

モーセの十戒では、週に一日は、働きを休み、神を礼拝する日を「安息日」 

として守ることを教えている。ユダヤ人は、３千年間も、この安息日律法を必 

死で守り続けて来た。来週はイースター（主の復活記念日）であるが、主に従 

う人々は、この日を「主の日」「安息日」として、２千年間守り続けて来た。 

私には親からの遺産は何もないが、日曜礼拝と祈祷会を守り、少しでも多く 

主に喜ばれる生活をし、天に宝を積むことを教えられたことは、私への永遠の 

財産になっている。シュバイツァーも、親の姿を見て、神への畏敬を学んだと 

言われているが、神を第一にすることは、教会（キリストのお体）を大切にす 

ること、それを身をもって教えてくれた。次の世代にそれを伝えたいのが、私の切

な 

る願いである。 

み言葉を守り、それを実践すること以上に大切なことはない。 

主よ！あわれみたまえ！「キリエ、エレイソン！！」 

 



 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：ルカ１４章～１７章  Ｂコース：サムエル記上１５章～３１章 


